
GitHubスター68,000突破。「自分のPCで動くAI社員」

OpenClawが静かに破壊する、月額課金SaaS依存ビジネスの

全貌

現在、毎月数万円のSaaSツール費用を払い続けている人へ。

この記事、消す可能性があるので今すぐブックマーク推奨。

「AIを使っている」と言いながら、実は月額料金を払っているだけの人が大多数

だ。

※この記事は、海外で入手した最新のAIエージェントトレンドを、私自身

が忘れないように記録した「勉強用メモ」の完全版です。

あなたは今、何に月額を払っているのか？

カレンダー管理ツール。 メール自動化ツール。 チャットボット構築ツール。

Web調査ツール。 会議録音・文字起こしツール。

並べてみると、気づかないだろうか。

これ、全部「AIがやれること」だ。

そしてさらに恐ろしい事実がある。

これらを「あなたのPC上で、無料で、一括で」こなすAIエージェントが、すで

に存在している。

GitHubスター数68,000超。 2025年11月ローンチから、わずか87日で世界中

の開発者・パワーユーザーに爆発的に広まった。

その名は、OpenClaw。



「チャットAI時代」は終わった

正直に言う。

ChatGPTやClaudeに質問して「答えをもらう」だけの使い方は、もう第一世代

だ。

「じゃあ何が第二世代なのか？」

答えは「AIが自分で動く」こと。

あなたが寝ている間に、AIが競合調査をして、レポートをまとめて、メールを送

り、カレンダーを更新する。

これが「AIエージェント」の本質。

しかし、ここに落とし穴がある。

市場に出回っているほとんどのAIエージェントサービスは、あなたのデータをク

ラウドに預ける設計になっている。

カレンダーの内容、メールの中身、ファイルの情報、全部が外部サーバーを経由

する。

「それで本当にいいのか？」と、一度でも考えたことはないだろうか。

一人の起業家が「壊した」もの

PSPDFKitの創業者、Peter Steinbergerは、あるとき気づいた。

「AIアシスタントは便利だ。でも、自分の大切なデータを他社のサーバーに渡し

たくない。」

彼は自分のために、自分のマシンで動くAIエージェントを作り始めた。

最初の名前は”Clawdbot”。 次に”Moltbot”、そして”Molty”。

商標問題を経て、最終的にOpenClawとして完全オープンソースで公開され

た。



公開から48時間で、GitHubのトレンド1位。

エンジニアたちは「これだ」と叫んだ。

なぜか。

OpenClawは「答えを返すAI」ではなく、「仕事をするAI」だったから。

OpenClawの仕組みを、5分で理解する

ステップ1｜あなたのマシンにゲートウェイを立てる

OpenClawは、あなたのPC・VPS・Mac Miniなど、自分が所有するハードウ

ェアで動く。

クラウドに一切依存しない。

データはあなたのもとにある。 それだけで、セキュリティの心配が根本から変

わる。

ステップ2｜使い慣れたチャットアプリと接続する

WhatsApp、Telegram、Discord、Slack、Signal、iMessage、Microsoft

Teams。

いつも使っているアプリから、そのままAIに指示を出せる。

新しいアプリを覚える必要はゼロ。

ステップ3｜AIが「実際に」タスクを実行する

メール送信、カレンダー確認、ファイル読み書き、Webブラウジング、スクリプ

ト実行。

「やっておいて」と送るだけで、AIが実行する。

返答が来るのではなく、「完了しました」が来る。



ステップ4｜永続メモリがあなたを深く理解する

OpenClawは会話ごとにリセットされない。

あなたの仕事スタイル、好み、過去の指示を記憶し続ける。

使えば使うほど、精度が上がる。

ステップ5｜LLMを自由に選択・切り替え

特定のAIモデルに縛られない。

OpenAI、Anthropic、ローカルLLMなど、好きなモデルをその日の用途で選べ

る。

これが「ロックイン」を完全に回避する構造だ。

数字が語る「本物の革命」

GitHub星数：68,000超（2026年2月時点、推定値）

公開時期：2025年11月

公開インターネット上の露出インスタンス：30,000件超（セキュリティ研

究者が確認）

対応メッセージアプリ：WhatsApp・Telegram・Discord・Slack・

Signal・iMessage・Teams 他

必要なコーディング知識：ほぼゼロ（1クリックセットアップ対応）

Bill Gatesは2023年11月、こう書いた。

「エージェントは、コンピューターとのインタラクションを変えるだけでなく、

ソフトウェア産業全体をひっくり返す。これは、コマンド入力からアイコンタッ

プへの移行以来、最大のコンピューティング革命だ」

OpenClawは、その「革命」を、あなたのローカルマシンで動くかたちで実現

してしまった。



「でも難しそう」と思っているあなたへ

正直に言う。

Contaboは「1クリックセットアップ」を提供している。

DigitalOceanは公式ガイドを出した。

Fly.ioはコンテナデプロイに対応した。

つまり、技術的なハードルは、すでに「インフラ企業側が解決してくれている」

状態だ。

「自分でサーバー立てるなんて無理」という時代は、2025年で終わった。

今は「テンプレートを1つ選ぶだけ」でOpenClawが動く時代だ。

ただし、これだけは知っておいてほしい

OpenClawは強力だ。だからこそ、リスクも存在する。

CrowdStrikeのセキュリティチームは警告している。

「OpenClawは設定ファイルにAPIキーや認証情報を保存する。適切に管理され

なければ、それが脆弱性になる」

Malwarébytesも同様に指摘した。

「30,000件超のインスタンスが、パスワード保護なしでインターネットに露出

している」

これは「使うな」という意味ではない。

「正しく使え」という意味だ。

ファイアウォールの設定、認証の有効化、定期的なアップデート。

この3つを怠らなければ、OpenClawは最強の個人AIインフラになる。



2026年、このトレンドはどこへ向かうのか

予測しよう。

2026年末、AIエージェントは「個人が持つ当たり前のインフラ」になる。

今のスマートフォンのように。 今のWi-Fiルーターのように。

「AIを使っているか？」という質問は無意味になる。

問われるのは「どのAIエージェントを、どう動かしているか？」だ。

OpenClawが描くビジョンは、「AI民主化」の本質だ。

特定の企業のクラウドに依存せず、自分のデータを自分でコントロールし、カス

タマイズされたAI社員を24時間稼働させる。

月額SaaS費用が積み重なっている人ほど、この変化は「ビジネスモデルの転換」

に直結する。

あなたが今払っている月額料金の、いくつかは、OpenClawで置き換えられる

かもしれない。

いや、置き換えられる「はずだ」と言い切る。

まとめ

OpenClawは「チャットAIの次」を体現している。

ローカル実行。永続メモリ。マルチアプリ連携。タスク自動実行。

これは単なるツールではない。

あなたのビジネスと日常に、「デジタル社員」を雇うことだ。

月額課金のSaaS群を1つずつ解約する日が、思ったより早く来るかもしれな

い。

この記事を保存して、何度も読み返してほしい。



OpenClawが何者で、なぜ68,000人のエンジニアが熱狂したのか。

その答えは、あなたの仕事スタイルを変える起点になる。

🔖  保存推奨｜後で読み返してください


